
 じ肋ζ新萄
潤o.50号

 総会のご案内・Ψアー朝告

発行日:2008.3.20

発行人:小幡順子

発行所:じゃっど事務局

〒895-0054鹿児島県薩摩川内市神田町

11-20若松記念病院内

TEL/FAXO996-27-Ol93

e一皿ailjaddo@Po2.saPse.皿e.jp

httP://w冊2.saPse.nejp/jaddo/

第50号ごあいさっ

「スタディツアーを終えて」

昨年5月の総会で提案し、ご承認いただいた2007

年度のスタディッアーの報告会も無事終え、スタデ

ィツアーすべての計画が終了いたしました。「参加し

てくれる学生はいるのだろうか」「事故なく行なえる

だろうか」等々、心配事は続きましたがなんとか終

了する事ができました。

2月10日に行なわれた報告会では,参加した学生

6名がそれぞれの視点で感じたことや,じゃっどへ

の意見などを発表してくれました。

何回もラオスへ出かけているスタッフにとって

「当たり前のこと」が「そうじゃないんだ」と若い

目で指摘をされ、反省する点もありました。彼らの

感じてくれたことを、これからの活動の参考にして

特定非営利活動法人じゃっど理事長小幡順子

いきたいと思います。

今回のツアーには40年近く前ラオス支援を行な

った青年海外協力隊員OB・OG3名が、一般会員と

して参加してくださいました。日本でもその時の話

を聞くことは出来ますが、ラオスという土地で聞く

40年前の活動の話は「すごい」の一言では表せない

ほどの感動と驚きでした。学生の皆さんも何かを感

じてくれていたようです。

「今も昔もボーペンニャンの国だ」とは、OBの神

庭さんの言葉です。まだラオスの風にふかれていな

い会員の皆さん、今年はあなたが「ボーペンニャン」

と言いにラオスへ行きませんか?(広東語の「無問題」や

タイ語の「マンペイライ」と同じように使われる言菜です。)



2007じゃっどスタディツアー報告
2007年IZ月Z3日～12月30日の8日間、窩校生4名六学生2名む含お繊勢74各石行っTき
俸した。首都ヴィエン千ヤン近郊の小学校に加え、昨年度よ胡新鶴に活動触に加わった弓オス南部コ
 ーン島一帯まτ≡足を伸悟し奮し記。じゃっζのΨアーならで博の、弓オスのA々この温かいふれあいに
満ち痘.あVわい深い旅こPttt審した。駆け足tすが、誌面Eの鎌奄訥楽しasく躍さい'

◆1日目(IZ月23日)出発の日長を始めとするタディンデン村の皆さんに
祝いの儀式「バーシー」をして頂きました。

【早朝のJR川内駅にて1

始発のつばめに乗り福岡へ。福岡空港に

移動し、11時発のバンコクエアウェイズ便

にてバンコクへ。バンコクに午後3時頃着。

飛行時間は6時間で時差が2時間あります。

夕方7時過ぎ、ラオス航空便にてヴィエン

チャンへ。9時過ぎ無事にワッタイ国際空港

に到着。車にてヴィエンチャン中心部・メコ

ン河沿いの「インターシティホテル」に到着。

通りに並ぶ出店が旅情を醸し出します。

【インターシティホテル】

◆2日目(IZ月Z4日)2つの小学校盲方問

じゃっどの支援校であるタディンデン小学

校とナテ小学校を訪問しました。ヴィエンチ

ャン中心部を抜け、舗装されていない道を

土ぼこりを巻き上げながら車が走ります。タ

ディンデン小学校では「机いす募金」による

机といすを寄贈しました。その後、校長と村

【感謝状を頂く小幡理事長】

ナテ小学校では、2003年に寄贈したポン

プとトイレの状態を視察。ポンプについて、

ご参加の横林明雄さんが修理の仕方を校

長先生に伝授されました。校庭では付近の

若者がサッカーをしており、男子学生は一

緒にプレーを楽しみました。

【タディンデン小学校1

【ナテ小学校】
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◆Z日目夜JtCA・JOCVこのタ食会

JICA専門家と青年海外協力隊(10CV)

との夕食会。協力隊志望の学生さんにとっ

てとても有意義なひどときとなりました。

【中華料理店にて・参加隊員はみな女性!】

◆3日目(IZ月Z5日)弓オス南部へ

この日はラオス南部・パクセ～コーン島へと

移動。早朝4時半ホテルを出発。飛行機、

車と乗り継いで、午後コーン島に到着。

【機体にはラオスの国花チャンパー】

パクセ空港にて、じゃっどのラオス側スタッ

フ、コンサップ医師、ソムチット医師と合流。

母子保健の専門家ヴィヴィ医師も同行。

コーン島一帯の保健関係者・校長・村長を

対象としたセミナーを実施、視察しました。

【コンサップ医師による寄生虫の講話】

【スポーツ用品の寄贈も併せて行いました】

◆4日自(lZ月26日)ドンロンカンへ

1メコン河の朝焼け】コーン島一帯はメコン河

下流の川中島。シーパンドン(4000島)の

名がつくほど無数の島があります。ドンロン

カンはその中の小さな島です。車とボートを

乗り継いで到着。

【彼らの視線の先には…水牛が】
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ドンロンカンは昨年度より新たにじゃっどの支援地区

となったところです。小学校のトイレと保健センターの

トイレ建設を支援しました。

【小学校・校舎横に建設されたトイレ】2007年7月に完成。

【医療用品、文房具を寄贈1ドンロンカン(島)には車が走

っていません。けが・病人の搬送のための担架。

【鉛筆や飴をひとりずつ手渡す】

【加世田中学校の皆さんからの文房具も】ツアー前に

集めてくださったものです。ありがとうございます。

【保健センター全景・手前は草取りをする子供】

ドンロンカン小学校から歩いて5分ほどの場所にある

保健センター。ここで診療もできるそうです。

庭の草取りをする子供たちの小学校がすぐ隣にあり

こちらも見学させていただくと、若い女性の先生が子

供連れで授業をしていました。

【保健センターのトイレ・扉はこれから設置】

【ドンロンカンのさらに小さな小学校】

【メコン河下流の滝(メコン・パール)を訊ねたあと

カンボジアとの国境付近にて】
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◆5日自(IZ月27日)「「7・\卜7一へ

ラオスには現在世界遺産が2っ。

古都ルアンパヴァンとこの「ワットプーJです。

【チャンパサック平原・森の先はカンボジア】

【復元作業は近年始まったばかり】

◆b日目(lZ月28日)再び、ヴィエン千ヤンへ

午後より市内観光。凱旋門、タットルアン寺院など見

学。タラサオ(市場)にて、じゃっど用の雑貨を買い付

け、おみやげ購入。立体駐車場付の新しいモールも

できており、経済の発展ぶりが伺えました。

ラオスの通貨はキップ。1万キップが約1ドル弱です。

(2007年末時)ドル、タイバーツも流通しており3種

類の通貨をお店の人達は自在に計算します。

【レストラン「クア・ラオ」にてラオスの伝統舞踊】

◆7日目(72月29日)園書館・織物工房視察

「シャンティ国際ボランティア会」事務局を訪問。

じゃっども参加している「絵本を送る運動」をしている

団体です。事務局の鈴木さんによるラオスの学校、教

育の現状の話はとても興味深いものでした。

【図書館↑】【日本の絵本にラオ語訳シールが張ってある1

【ラオスの伝統的な絹織物は高い評価を得ています】
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◆弓オス最後のタ食

ソムチット医師の兄弟、親戚がフランスやオーストラリ

アから集まり、久しぶりの一族再会。その中にじゃっ

どメンバーもお招きくださいました。

◆8日目(置2月30日)無事に帰国

来た時と同様にヴィエンチャン～バンコク～福岡

と飛行機を乗り継ぎ、のんびりした暖かいラオスか

ら、暮れも押し迫った真冬の日本へ。それぞれの思

い出を胸に帰路に着きました。ラオスのみなさん、コ

プチャイライラーイ(ありがとう)!

【コンサップ・ソムチット医師宅にて】

学生粋の参加生力喝ひこ己こ(糧国報告会発豪よ`D

川内商工,年

琳田裕仁亡ん

毎朝早起きして街を探索した。今後も視野をひろげたい。

一糟軍糟糊聯〕鯉瑚
lll内高挟1年

肉田友一朗富ん

鹿児島六学1年

日高藝さん
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川内商工3年

竹下隆子さん

Ill肉高挾7年

松榊獅さん

鹿児島六学7年

吉田祐基亡ん



 2008年2月IO日「じゃっζスタティΨアー帰国紹告会」@国際交流センター

ツアー参加学生6人のレポート発表、一般参加の方も感想を述べられました。さらに、現在薩摩川内市のALT

(英語教師)ミー・チェンさん、ご両親はラオスのモン族出身で、タイに亡命後アメリカへ移住された経緯がありま

す。ミーさん自身はラオスの記憶はほとんどないそうですが「この薩摩川内市で両親の国ラオスと繋がりを持つと

は、嬉しい驚きです」とコメントを頂きました。薩摩川内市コミュニティ課の前平氏による講評で締めくくりました。

【一般参加・森谷弥生さん】

(青年海外協力隊で)ボリビア在住の経験があります。現地では新学期になっても学校が始まらず「どうして?」と疑問に思っていると、先

生達が給料の未払いに対しストライキをしている、ということがありました。一概には比較できませんが、ラオスでは学校の先生たちが給料

の支払いが遅れていても休まずに授業をし続けるという話を聞き、また実際に若い先生が子連れで授業をしている様子など見ると、彼ら

が教育の大切さを理解し、次代を担う子ども達へなんとか知識を伝えようとしているんだなと実感して胸を打たれました。

【一般参加・神庭光春さん】

昭和41年から2年間、青年海外協力隊派遣でラオスに行き、建設事業に携わっておりました。たまたま夕方のニュースを見ていたところ

に「MBC賞…じゃっど…ラオス」という言葉が飛び込んできて、そのあとすぐ事務局に電話をしました。それで今回のツアーに参加す

ることになりました。ツアー中、ラオス人のスタッフも交えた夕食会で「ラオス人も日本人も、私達は家族なのだから」というソムチット医師の

言葉がありました。この家族、という言葉がいみじくもじ・やっど活動の本質を表していると感じた次第です。

【一般参加・横林宙世さん】

青年海外協力隊員としてラオスで日本語を教えていました。今回ツアーで行ったコーン島、その当時は舗装されていない道路を車で何

時間もかけて行ったものですが、今回は飛行機であっという問でした。その頃に住んでいたアパートを訪ねることができ、当時を知る人と

も再会できました。現在、じゃっどの活動は軌道に乗り、現地のスタッフのカによるところが大きいという印象を受けました。

卜般参加・横林明雄さん】

私にとってラオスは40年前に海外協力隊員として過ごした思い出の地。ラオスの子供たちの目は40年前と変わらず邪気の無い眼差し

で心が休まりますね。なぜ私たちはラオスに惹かれるのでしょうか。まだ行かれていない方は、是非一度足をお運びください。「貧しい国

で何も無い」と思われるか、「魅力的な人達が悠然と暮らしている!」と感じるか。あなたの感性が問われる旅になることでしょう。

(※報告会へ寄せられたコメントおよび報告会でのご本人による発表より抜粋)

 第Z6回じゃっζ定期総会の訥知らせ

5月Z7日(土)午後3時一4時半

昌

す{:やか」r3亀れあい「2ラザ

 2008年度のじゃっζ活動を決のる六切な会丁す。

会員の皆様が多数ご参加くださいますよう

お願い致します。

7



ご'支援、あ`肋階こうございます

2008年3月、九州電力生活協同組合さまよt)六口寄付を頂きました。2002年度よ`1毎年、ご支揺

 くださっtい蓉す。揺助tcよtlできた殼備にしゃっごこ九電生協の名N17レートを取tJ付ttτい蓉す。

川倶広孝支所長から帖佐事務局長へ 活動報告も行いました

加世田中学校7年生の取り組み

2007年12月、加世田中学挾1学年PTAの皆様力嘩務局を訪問。

活動の趣旨に賛同しt〈reさtJ、学校で文房具を集のる活動をしTくだ亡いました。

集まった文房具を今回のツアーで持参、タティンテン小学校、ドンロンカン小学校に寄贈しました。

 タティンテン小学校にτ

2008年T月、帖佐事務局長が加世田中学校

 「働く人の話を聞く会」fCτ、1年生を対象に、じ

 ゃっζ活動の講演を行いました。

 講演τ、実際に生徒さんが集あた文房具を手渡

しTC1る写真を紹介するこ、生徒や先生力1ら驚

きiこ喜びの声があが`博したi。

講演後にfe「自分達の集肋た文房具力t、実際に

 弓オスの人たちの役に立っτいるこわかっτ幅し

 かった」「ぢめこ我慢しτ自分押できる募金を続

 叶たい」なζの感想が寄せられました。

その後も、学校Nt「M5円募金」、親子レ7レーションこしe、南さつま市のスーパーE募金活動を

 実俺しZ〈ださったそうEす。◆活動の中心になっτいる加世田中7年生PTA代表.東君子さんよ91

 「じゃっζ活動の宙手伝いをきっかけに、子供たちがボ弓ン〒イアについτ良く理解し、実際に行勧しτ

いるOこがうれしい。生徒、親、学校の先生、Sらtc地域の人たち押一体こなっt盛91上がっZい蓉す」
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【事務局たより】

新規会員・ご寄付(2007年12月～2008年3月)

感謝の気持ちと共に、ご協力くださった皆様のお名前を記載させ

ていただきました。(以下敬称略)

■新規会員日高葵、(鹿児島市)砂田裕仁、竹下陽子.松井

将師、内田友一朗.森谷弥生(薩摩川内市)吉田祐基(霧島

市)横林明雄(千葉県)

口
■

■

■

2

別府俊一.別府晶子、溝上徳行.堀ノ内美年,砂岳隆一、砂岳

里子、植村豊、川畑央、川畑豊美.薩摩川内市市民福祉部市民

政策課一同.水流信雄、田代博幸、菊池さなえ、庵泰徳.江口

勝、江口あゆみ、鷺山正美,池田日出,帖佐埋子(薩摩川内市)

横林明雄(千葉県)

1口:神彰男、松井将師、羽根田登志美、鬼塚秀範,鶴屋豊文、

橋口誠、小島早智子、宮脇信嗣.藤田善心.山元義一、落春利.

宮里正子、津曲昭子、谷口真毅.(薩摩川内市)三重浩子(鹿

児島市)

平成19年度会費神彰男.若松郁子.砂田裕仁,竹下陽子、

松井将師.内田友一朗、森谷弥生(薩摩川内市)西田泰子(阿

久根市)横林明雄(千葉市)

平成20年度会費吉満朋子(鹿児島市)古川孝子(薩摩川

内市)

寄付金神彰男,帖佐理子.竹下陽子、庵本修二(薩摩川内

市)原裕子(埼玉県)丸田小百合(いちき串木野市)横林明

雄(千葉県)

机、いす募金4口:艮谷川順一.福山清和(薩摩川内市)

口;竹下陽子.砂田裕二、中川清.中村千亜紀、山口浩二.

■大ロ寄付九州電力生活協同組合(鹿児島市)

帖佐理子(薩摩川内市)、

■委託販売Cuh・Hair仮屋洋子

めん道楽店内「ギャラリー道楽」竹下美恵子

【国内活動】

11月20日

11月.29日

12月2日

12月4日

ニュースレター49号発刊

じゃっどプログ更新(じゃっど新聞をダウンロード

できます)

じゃっどスタディツアーオリエンテーション

(参加学生6名.一般参加1名,事務局3名)

スタディッアー参加高校生、市長表敬訪問

(ッアー学生枠参加の川内商工生2名.川内高校生2

名、小幡、帖佐.古田、泊)

12月16日NPO意見交換会於二県民交流センター

(小幡)

12月18日

12月23日

～

12月30日

【2008年】

1月4日

加世田中学校1年生PTAじゃっど事務局訪問

2007じやっどスタディツアー

(一般参加4名、学生枠参加6名、事務局4名

合計14名参加)

川内高校、川内商工.薩摩川内市役所にッアー修了の

報告、帰国報告会のお知らせ(古田・泊)

1月～薩摩川内市役所(教育委員会)、れいめい高校.川内

高校、川内商工、国際交流センター、純心大学.中央

公民館、市立図書館を訪問「帰国報告会」の広報依頼

正月18日じゃっどプログ更新(帰国報告会のお知らせ)

1月22日加世田中学校1年生「働く人の話を聴く会」にて

じゃっど活動講演(帖佐理事)

1月23日薩摩川内市国際交流協会ネットワーク団体助成金交

付巾請、同報告書提出

1月25日川内小学校にてじゃっど活動講演

(古田理事)

2月2日青少年健全育成意見発表大会於:国際交流センター

(じゃっど後援.小幡理事長参加)

2月6日薩摩川内市役所コミュニティ課、川内商工ボランティ

ア部訪問(机いす募金御礼、帰国報告会広報)

2月10日じゃっどスタディッアー帰国報告会

於二薩摩川内市国際交流センター

2月25日じゃっどプログ更新(きやんせふるさとフェスタ

バザー出店、ラオス雑貨入荷のお知らせ)

3月4日九州電力生活掃研組合「寄付贈呈式」於;じゃっど

事務局(川俣支所長,畑中氏来訪)

■会費納入のお願い

各会員様の会費納入状況(会費有効期限)は、宛名シール内に

記載してあります。ご確認くださいますようお願い・します。

なお、次年度平成20年度会費の有効期間は、平成20年4月1

日～平成21年3月31Bとなります。

じゃっどの活動は皆様の会費に支えられています。

引き続きご支援くださいますようよろしくお願いします。

机、いす募金は随時募集しております。

郵便局:0250・2・4746ロ座名JADDO
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4ゑ26一桝FQ黙懸ミ詮§心
 ◆じゃっζの雑貨、恥q扱い店が増え春した'・

 NPOじゃっζ協弓オスの紹介、じ胸ζ活動の広霜活動の→景こしτ:

。。,..t7一時。買附欄磁貨の販売。行。。。Se.i
 手作業による緬かtl刺繍やIIIts、手頃な3値段壱tれいな発色のストーILPtζi

 ぶた5んの生活に取tlλれるこ.素敵tselクセントになtl参す。:

 じやつζ事務局の励、薩酬ll内市向田の葵審室「‡ユア」tんにi

 加え.oのたび薩摩川内市小倉町の「δbん進楽」sん(竹下亡ん)に置いτi

いただくOこになtliした。雷出か叶の際に健.ぜひ訥立与寄」K歓斗冒:

■美容室「キュア」(仮屋洋子さん)

薩摩川内市西向田田J14-234階

TEL:0996-20-3169

■飲食店「めん道楽」(竹下美恵子さん)

薩摩川内市小倉町6233-1

(3号線沿・市街地から水引方面へ道路右手)

TEL:0996-30-2270

 ◆新しい雑貨揮λ荷しτいます

年末のスタディツアー時に買い付けてきたものです。

人気のそン族グッズ、美しい絹織物など入荷しています。

●モン族情掛けか憾ん900円●ミニポー千300円";1

●シ'レ7ストーtLIOOO円

」

●スト:ライ7絹織物T300円

●め`1ぐるヨ弊800円よtl

.「

,1.;

●刺繍ペンケース700円

◆きやんせぷるさこツェスタにバザー出店

3月15日(土)16日(日)

10時～Z6時・JR川内駅前通t)

※販売のお手伝いをしてくださる方も

募集しています。事務局までご連絡ください。

◆じゃっと:パネル屠のお知らせ

畳

3月70日(月)～3月27日(金)

宮崎銀行111肉支店丁展示中丁す

◎◎◎編集後記◎③◎

●じゃっどツアー帰国報告会にて参加者の報告を闘き、とても魅力的

な国ラオスにまた行きたくなりました。報告会の休憩中に頂いたラープ

味のプリッツ、おいしかったです(来場者特典ですね)(KIO

●事務局だよりで会費納入の方々のお名前を入力するたびに、全国各

地から毎年会費はもちろん寄付をしていただき、皆様の支援を感謝し

ています。今回は薩摩川内市役所の職員の方々から机いす募金をたく

さんいただき、ありがとうございました。(M.[1)

●じゃっどツアー、他では味わえないディープな旅でした。ラオスの

人々の控えめでニコニコと微笑む姿が印象に残っています。茅葺の家

と巨大なパラボラアンテナが共存しているのも面白い現象でした。(T)

 次回し;eっζ新聞tさ「じゃっζ総会報告号」、2008年'7月の発行予定です。窃楽し∂盛に'

1


